
（平成２５年度決算)

【 概略 】

秋田県にかほ市の財務状況

①実質債務月収倍率 ②債務償還可能年数 ③行政経常収支率 ④積立金等月収倍率

指標

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分の
債務があるか。

一年間で生み出される償還原
資の何倍の債務があるか。

収入からどの程度の償還原資
を生み出しているか。

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分
の積立金があるか。

行政経常収入 行政経常収入÷12

①実質債務月収倍率 ②債務償還可能年数 ③行政経常収支率 ④積立金等月収倍率
実質債務 行政経常収支 積立金等

行政経常収入÷12

意義

行政経常収支

指標 実質債務

（見通し最終年度：平成３３年度)

　

　

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分の
債務があるか。

一年間で生み出される償還原
資の何倍の債務があるか。

収入からどの程度の償還原資
を生み出しているか。

一ヶ月当たり収入の何ヶ月分
の積立金があるか。

注意

意義

注意

やや注意

問題なし

問題なし

やや注意

③行政経常収支率 ④積立金等月収倍率指標 ①実質債務月収倍率 ②債務償還可能年数
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債務償還能力

『地方債等の債務の大きさと、

その償還原資を獲得する能力』

資金繰り状況

『経常的な収支と積立金等の

備えからみた資金余裕状況』

現状、留意すべき

状況にはない
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債務償還能力 資金繰り状況
留意すべき状況になると

考えられる

15.8月

25.3年

今 後 の 見 通 し

留意すべき状況にはない

と考えられる

債 務 の 水 準 償還原資の
獲得状況

経常的な収支の
余裕状況

資金繰りの
余裕状況

債 務 の 水 準
償還原資の
獲得状況

経常的な収支の
余裕状況

資金繰りの
余裕状況

21.3％ 5.4月12.7月 4.9年

①繰出金

下水道事業への繰出比率が6.0%前後で推移しており、今後も上昇する見通しであるため、留意する必要がある。
②収支系統

行政経常収支率の低下、債務償還可能年数の長期化が見込まれており、将来において収支低水準となる恐れが

あることに留意する必要がある。

留 意 点

現状、留意すべき

状況にはない

償還確実性の現状判断

○決算剰余金を財政調整基金

に積み増したことにより、積立金

等残高が増加。

○毎期の繰上償還により地方

債現在高が減少。

○結果、実質債務は減少。

○決算剰余金を財政調整基金

に積み増してきたほか、基金の

設立・積立により積立金等残高

が増加。

○十分な資金繰りバッファーを

確保。

○地方交付税の減少や施設改修

事業の実施に伴う基金等の取崩

しにより、積立金等残高が大幅に

減少する見通し。

○結果、経常的な収支に対する実

質的な債務の水準を示す実質債

務月収倍率は上昇する見通し。

○地方交付税の減少に伴い財

政調整基金を大幅に取崩すほ

か、施設改修のために観光振興

基金等を取崩す見通し。

○資金繰りバッファーは現状よ

りも低下するが、一定の水準は

確保する見通し。

○合併特例債や臨時財政対策債

の元金償還開始分の算入等によ

り、地方交付税が増加。

○新規採用数の削減等により、人

件費を抑制。

○結果、経常的な収支の状況を

示す行政経常収支率は良好。

○合併特例債や臨時財政対策債

の元金償還開始分の算入等によ

り、地方交付税が増加。

○新規採用数の削減等により、人

件費を抑制。

○結果、償還原資の獲得状況を

示す行政経常収支率は良好。

○合併算定替えの期間終了に向

け、地方交付税が大幅に減少する

見通し。

○補助費等が増加し、行政経常

収支率が大幅に低下する見通し。

○結果、経常的な収支状況はや

や低い水準となる見通し。

○合併算定替えの期間終了に向

け、地方交付税が大幅に減少する

見通し。

○補助費等が増加し、行政経常収

支率が大幅に低下する見通し。

○結果、償還原資の獲得状況はや

や低い水準となる見通し。


